






































































































































平成元年 1,122,229 162,374 14.5% 123,255 14,309 11.6%
2 1,120,161 168,946 15.1% 123,611 14,895 12.0%
3 1,121,284 175,434 15.6% 124,043 15,582 12.6%
4 1,121,228 181,993 16.2% 124,452 16,242 13.1%
5 1,122,302 188,407 16.8% 124,764 16,900 13.5%
6 1,123,956 195,266 17.4% 125,034 17,585 14.1%
7 1,123,125 201,320 17.9% 125,570 18,261 14.5%
8 1,125,130 208,640 18.5% 125,864 19,017 15.1%
9 1,126,192 215,087 19.1% 126,166 19,758 15.7%
10 1,126,336 222,238 19.7% 126,486 20,508 16.2%
11 1,125,177 227,761 20.2% 126,686 21,186 16.7%
12 1,120,851 232,733 20.8% 126,926 22,005 17.3%
13 1,120,320 240,161 21.4% 127,291 22,869 18.0%
14 1,118,518 245,809 22.0% 127,435 23,628 18.5%
15 1,116,926 249,825 22.4% 127,619 24,311 19.0%
16 1,116,306 253,240 22.7% 127,687 24,876 19.5%
17 1,111,729 258,317 23.2% 127,768 25,672 20.1%
18 1,109,205 264,279 23.8% 127,770 26,604 20.8%
22 1,097,000 279,000 25.5% 127,473 28,735 22.5%
27 1,070,000 316,000 29.5% 126,266 32,772 26.0%
32 1,035,000 324,000 31.3% 124,107 34,559 27.8%
37 994,000 317,000 31.9% 121,136 34,726 28.7%

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































音楽療法士※ きっかけや目的 活動内容 コメント































































































































































































































































































































































































































































































































































72 リラクゼーション目的 BGM 成果：特別な成果はありません。しかし，BGMがない
と活気がなく，利用者の間のコミュニケーションが減少
するかもしれません。
73○ H12年，音楽療法士による研
修に参加し，当施設での出張
を依頼。以来，小グループに
よる，関わりを大切にした音
楽療法を実施。
①はじまりの歌（馴染みの時
間）②参加者紹介（安心，交
流，集中）③歌唱（発声，季
節感，個別性）④楽器（リズ
ムプレイ，コミュニケーショ
ン促進）⑥体感（活性化，発
散，リラクゼーション）⑦歌
唱（一体感，共有，気分開放）
⑧話題提示（コミュニケーショ
ン，集中，社会性）⑨終りの
歌（次回への意欲促進）
・精神的満足，心身の発散・自発性の喚起（情動の変化，
思考，発話，歌唱，運動等）・不安の減少，精神安定・
集団活動への参加，協調・活動の持久性，離床，日昼の
覚醒
74○ 高齢者のリハビリの 1つと
して，毎週 1回音楽療法士
による音楽療法の時間を設け
た。
BGMや音楽鑑賞，合唱，楽
器演奏，ピアノ伴奏に合わせ
て唄をうたう等
日頃実践している音楽活動の成果を発表する機会を，1
年に1度設けている。『大勢の人前で演ずる』という機
会から遠ざかっている人が大半であり，1年に1回の発
表に真剣に取り組む姿が見られ，その事が日常生活の活
性化にまで効果は見られていると思われる。
75 研修に参加したり，他施設で
の取り組みを聞いて
・音楽教室（ボランティアの
先生が楽器演奏，利用者と職
員が唄う）・音楽体操（音楽
に合わせて体操，踊り）・フ
ルート演奏を聞く
・落ち着かない利用者が集中して参加できる。・利用者，
職員も楽しく参加できる。・食前の音楽は，食事時間を
認識できる。
76 通所リハビリは毎日カラオケをしているが，入所は今
（担当職員が）休暇中のためおやすみ中です。（担当職員
が）いる時は週に2度，対象者を集めて取り組んでいま
す。
※音楽療法士の欄については，施設に音楽療法士がいる，または，外部からの出張を依頼していると回答した施設に○をつけた。しか
し，その頻度や回数は不明であるので，正式なデーターとは言えないが，参考のために記述した。
